
原 著

結 核 動 物 ノ血 清 沃 度 酸 値 二及 ボ ス「レ ゾ ル チ ン」

「プ ロ ・グ ルレチ ン」ノ影 響 二就 テ

(本論文 ノ要 旨ハ第12同 日本結核 病學會総會 二於 テ演訊 セ リ)

大阪帝國大學讐學部第三内科及竹尾結核研究所(主任 今村敷授)

讐學士 山 上 茂

磐學士 西 垣 明 治

目 次

第一章 緒 言

第二章 實験 方法

第三章 實 験

第一節i封 照試験

1.「 レゾルレチ ン」ノ健常家兎血清沃度酸値 二

及 ボス影響 二就 テ

2.「 フロ ・グルレチ ン」ノ健常家兎血清沃度酸

値 二及 ボス影響 二就 テ

第二節 本試験

1.「 レゾルレチン」ノ結核家兎血清沃度酸値 二

及ボス影 響 二就 テ

2.「 フロ ・グルレチン」ノ結核家兎血清沃度酸

値二及 ボス影響 二就 テ

第四章 観 察

第五章 結 論

第一章 緒 言

結 核 菌 ノ 産 出 セ ル 毒 素 ノ本 態 二 關 シ テ ハ 既 二

R.Kochガ 氏 ノ登 見 一 ヨルTuberkulin/i精

製 テBriegerト 共 二 企 テ 其 有 赦 成 分 ノ蛋 白膿

二屈 ス ベ キ コ トラ 公 ニ シ テ ヨ リ、Picku.Sil-

berstein,Longu.Seibert,Coghill,Gough

等 ノ研 究 ア リ。Seibertノ 如 キ ・・其 有 赦 蛋 白艦

ラ結 晶 性 二分 離 シ 得 タ リ ト報 告 セ リ。

然 レ ドモ、R.Koch,Picku.L6wenstein,

Maschmannu.KUster等 ハ・Tuberkulin有

数 物 質 ガdialysabe1ナ ル コ トラ 験 知 シ、Tu-

berkulinノ 有 数 成 分 ガ 蛋 白 膣 ナ リ ヤ 否 ヤ テ疑

ヒ、LeGuyonu・Albert-Weilハ 、Tuberkulin

ガultrafiltrabe1ニ シ テ 、 蛋 白 膣 ニ ア ラ ズ ト主

張 シ、Buchner,Iadassohnu.Schaafハ

Alttuberkulinヨ リ 殆 ン ド 蛋 白 テ 含 有 セ ザ ル

Tuberkulinラ 精1製 セ リ。

Kall6su.Hoffmannハ 最 近Ultrafiltration

ニ ヨ リ全 ク蛋 白 反 慮 ヲ 呈 セ ズNinhydrin反 慮 、

Biurett反 癒 、Adamkiewiz反 慮 ラ呈 ス ル 氏 等

ノ所 謂 β.Tuberkulinラ 分 離 シ、 其 化 學 的 諸

性 質 ヨ リ、 ソ ノPolypeptidナ ル ベ キ コ ト テ唱

シ、 進 ミテKall6sハ ・Nathanト 共 二 肺 結 核

患 者 ハ血 清 拉 二尿 中 二 β.Tuberkulinノ 存 在

テ謹 明 シ得 タ リ ト報 告 セ リ。
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以 上 ノ如 ク結 核 菌 ノ産 生 ス ル毒 素 ノ本 態 二關 ス

ル諸 家 ノ意 見 ハ今 日未 グ全 ク蹄 一 ス ル ニ至 ラザ

ル モ、 少 ク トモ ソ ノー部 ガFiltrabelナ ルー種

ノPolypeptid二 屡 ス ベ キ ハ疑 フ ノ鹸 地 ナ キ所

ナ ルベ シ。

中條 ハ重 症 結 核 患 者 二就 テ、 北 村 ハ結 核 感染 家

兎 二於 テ其 血 清沃 度酸 値 ノ異 常 二上 昇 ス ル テ認

メ、 之 テ結 核 菌 感 染 二因 ル生 罷iノ蛋 白新 陳代 謝

異 常 二聾 シ タ リ。 然 レ ドモKall6su.Nathan

ノ主 張 スル如 クTuberkulinガPolypeptidニ

シ テ血 清 中 二存 在 スル モ ノナ リ トセバ、 之 モ亦

血 清沃 度 酸 値 テ上 昇 セ シ ムル ノー 因 タ リ得 ベ キ

ハ恐 ラ クハ論 テ挨 ザ ル所 ナ ル ベ シ。

余 等 ハ 「フエ ノー ル」誘 導 艦 ノ家 兎血 清沃 度 酸 値

二及 ボ ス影 響 テ 検 査 ス ル ウ チ、 偶 々 「レゾル チ

ン」「フロ ・グ ル チ ン」ガ著 シ ク 健 常 動 物 ノ血 清

沃 度 酸 値 テ下 降 セ シム ル特 性 テ有 スル コ トラ験

知 シ、 術進 ミテ結核 感 染 ニ ヨ リ上 昇 セ ル血 清沃

度 酸値 二封 ス ル是 等 沃 度 酸 値 下 降 性物 質 ノ態 度

テ窺 ハ ン ト企 テ タ リ。 是 一 ツ ハ是等 物 質 ニ ヨ リ

テ結 核 感 染 ニ ヨ リテ招來 セ ル蛋 白新 陳代 謝 障碍

ヲ是 正 シ、 一 ツハ結 核 菌 ニ ヨ リ産 生 サ レタ ル毒

素 テ中和 排 泄 セ シ メ得 ル ヤ否 ヤ テ窺 ハ ン トスル

ノー 助 タ ラ シ メ ン トセル モ ノナ リ。

第二章 實験方法

實験動物 ハ家兎ラ用 ヒ、血清沃度酸値 ハ血清沃

度酸値測定攣法ニヨリテ測定 シ、實験 二供 シタ

第一節 樹照試験

ル 「レ ゾル チ ンJ「 フ ロ ・ ク ル チ ン」ハ 敦 レモ 「メ

ル ク」製 品 テ使 用 シ タ リ。

第三章 實 験

1.「 レゾル チ ン」ノ健 常 家 兎血 清 沃 度 酸 値 二及

ボ ス影 響 二就 テ、

2班1内 外 ノ健 常家 兎 一 「レ ゾル チ ン」毎 冠0.1瓦

皮 下 注射 テ行 ヒ、其 血 清沃 度 酸値 テ験 シ タル ニ

次 表 二示 セ ル ガ如 ク、 注 射 後 其 飯 青沃 度 酸 値 ハ

第1表 「r/ゾルレチン」o.191Kg皮 下注射試験

家 兎 番 號No.7No・9No・12

膣 重(IEC)190018002000

試 験 日6月29日6月30日7月5日

時間罐麟総蘭囎閲 罐
30ハ0.105

0.1100

30/0.050

1

2

3

4

5

6

0.100

0.098

0.091

0.066

0.165

0.160

0.181

1
0.141

0.100

0.064

0.069

0.089

0.098

0.116

0.101

0.1100.108

0.1190.109

0.0750.072

0.081

0.091

0.140

0.125

0.137

0.130

0.070

0.108

0.130

0.135

0.131

0.110

速 カ ニ下 降 シ、3例 ノ李 均 値 二於 テ見 ル モ注射

前0.108耗 テ 指 示 セル モ ノガ 注 射 後30分 ニ シ

テ0・072耗 二、 注 射後1時 間 ニ シテ0.070琵 二

下 リ、爾 後 上 昇 シ初 メ、3時 間乃 至4時 間 二於

テハ却 ツ テ正 常 値 ヨ リ上 昇 シ、6時 間 テ経 テ再

ビ薔値 二復 ス ル テ見 タ リ。

2.「 フ ロ ・グ ル チ ン」ノ健 常家 兎 血 清沃 度 酸値

一及 ボ ス影 響 二就 テ、

第2表 「プロ ・グルレチ ン」0.19!Kg皮 下注射試験

家 兎番 號No.10
・膿重(瓦)1800

試 験 日7月3日

No.11

1700

7月3日

No.3

1800

7月5日

時 間罐 瀦
0.10030

0.1240

0.d5s"30

10.091

0.0352

0.0773

0.0654

0.0615

60.075

90・i2Z

OO8524

罐瀦罐 瀦 『～蝿ヂ
0・089昭0・10210.097

0.107,0.10710.113

0.059・0.09810.071

0.077}0.07710.082

0.0600.0800.058

0.046iO.07510.066
0.053iO.06610.061
0.0480.10710.072
0.0550.099!0.076
0.09510.111
0.108[-0.097
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「フロ ・グ ル チ ン」毎 冠(1 .1瓦 ヲ健 常 家 兎 ノ皮 下

二注 射 スル ニ、 其 血 清 沃 度 酸 値 ハ1斬次 下 降 シ、

注 射 後2時 間 乃 至,1,時 間 ニ シ テ 最 低 値0.058

妬 、0・066耗 、0.061耗 二降 リ、 注 射後9時 間

テ経過 シテ漸 ク正 常値 二復 ス ル ラ見 タ リ。

第二節 本試験

「グ リ セ リン」馬 鈴 薯 培 養 基 二2(1日 間培 養 セ シ

人 型 結 核 菌(上 池 株)テ2冠 内外 ノ健 常 家 兎 二艘

重 毎 冠10醒 宛 耳 静脈 ヨ リ注 射 シ、注 射 後3週 間

乃 至7週 間 テ経 テ其 血 清 沃 度酸 値 ノ上 昇 セル モ

ノテ選 ビ實 験 二供 セ リ。

1.「 レ ゾル チ ン」ノ結 核 家 兎血 清 沃 度 酸値 二及

ボ ス影 響 二就 テ、

A.「 レゾル チ ン」毎 冠0.1瓦 皮下 注 射 試験

結 核 感 染 前 其 血 清 沃 度 酸 値0.106耗 ナ リシ第18

號 家 兎 ガ感染 後7週 間 目 二於 テ0.158耗 ノ高値

ラ示 シ、 「レゾル チ ン」家 兎膣 重 毎 冠0.1瓦 注 射

後30分 ニ テ0・099琵 、1時 間乃 至2時 間 目 ニ テ

0.064琵 、0・094妬 ノ最 低 値 テ示 セ リ。 注射 後

3時 間 前 後 ヨ リ漸 次 上 昇 シ、4時 間乃 至5時 間

ニ シテ注 射前 ヨ リ梢 ≧高 値 テ示 セル モ、6時 間

目 二至 リテ注 射 前 ノ値 二復 蹄 シ タ リ.

第21號 家 兎、 第20號 家 兎 二於 テ モ共 二等 シ キ

第3表 結 核 家兎 試 験10mg/Kg人 型 菌 、

「レ ゾルレチ ン」0 .19/Kg皮 下 注 射 試 験

1.家 兎 番 號Nα18No.20Nα21

喋{嚢 糠 糟 糊 糊 雛8

蠣 織 離)・ …6・ ・1・・ ・…6
結 核 感 染 後 ノ孔4{}日46日50日

日数

翫 試 験 日1月15日1月15日1月19日一一一一
時間罐酪 繰麟罐幣 耀

一 一 一

30! 0,158 0,169 0,152
一}7　 一

〇,160

0 0,167 0,181
9

0,160 0,169

30ハ 0,099 0,087 0,080 0,089

1 0,067 0,075 0,072 0,071

2 0,094 0,120 0,OS8 0,101

3 0,ユ35 0,128 0,130 0,131

4 0,171 0,148 0,163 0,161
一一

5 0,169 0,187 0,166 0,ユ74

6 0,159 0,161 0.】80 0,167

結 果 ラ示 セ リ。

實験 後 直 チ ニ使 用家 兎 ラ解 剖 シ、 結 核 感 染 ノ状

態 テ検 査 セ シニ肺 臓 ハ其 容 量 正 常 値 ノ数 倍 二増

大 シ、全 面 無 敷 ノ粟粒 大 結 節 ヲ以 テ薇 ハ レ、脾

臓 ハ其 容 量 増 大 シ、 正 常 脾 ノホ ・"倍大 トナ レル

第4表 結核家兎試験10mg/Kg人 型薗、

「レゾルレチ ン」0,】91K9経 口投與試験

1.家 兎 番 號NαSN(L16No。17

選 騨 欝 壽 矧 翻 翻

魂 騰 離 …9・ 侃・・ …99
結 核 感 染 後 ノ4」23日50日48日

日撒

5.試 験 日12月1日1月19日1月17日
1

時間朧 蘭 罐麟1繍 幣
30ハ 0,148 0,157 0,140

0 0,145 0,166 0,142

301 0,105 OjO3 0,106

1 0,108 0,112 0.]00
一■一 『

2 0,109 0,115 0,120

3 0,110 ,0,14S 0,158

4 0,170 0,166 0,155

5 0,183 0,158 0,175

6 0,175 0,182 0,160

24
-■」■團F一ち鴇

0,154 0,151 0,145
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B.「 レ ゾル チ ン」毎 冠0.1瓦 経 口投 與 試 験

結 核 感染 前 其 血 清 沃 度酸 値0・111琵 ナ リシ第16

號 家 兎 ガ感 染 後7週 間 目 二於 テ0.157蝿 ノ高 値

テ示 シ、 「レゾル チ ン」家 兎罷 重毎 冠0.1瓦 経 口

投 與後30分 ニ テ0.103耗 、 即 チ 感 染 前 ノ値 ト

等 シク ナ リ、2時 間 目迄 此 値 テ持 緬 シ、3時 間 目

ヨ リ漸 次 上昇 シ、投 與 後5時 間 乃 至G時 間 ニ シ

テ、投 與 前 ノ値 ヨ リモ其 値 高 久0.158妬 、0.182

耗 ラ示 セ リ。 投 與 後24時 間 日 ノ測 定 二於 テ 始

メ テ投 與 前 ノ値 二復 蹄 スル テ見 タ リ。

第8號 家 兎 、第17號 家 兎 二於 テ モ 共 二 等 シキ

結 果 テ示 セ リ。 解剖 所 見 ハ 「レゾル チ ン」皮 下 注

射 試験 家 兎 二同 ジ。

2.「 フ ロ ・グ ル チ ン」ノ結 核 家 兎 血 清沃 度 酸 値

一及 ボ ス影響 二就 テ、

A.「 フロ ・グ ル チ ン」毎]転0.1瓦 皮 下 注 射試 験

結 核 感 染 前 其 血 清 沃 度 酸 値0.112耗 乃 至0.126

琵 ナ リ シモ ノガ、感 染 後3週 間 ニ シテ其値0.140

耗 乃 至0.183耗 ノ高 値 ヲ示 セ シモ、「フ ロ ・グル

チ ン」侮 冠0.1瓦 皮 下 注射 後30分 ニ テ既 一、正

常 値 以 下 ノ0.OSOIE乃 至0.088妬 二降 リ、 爾後

此 ノ低 値 ラ持 綾 シ、 注 射 後4時 間 目 ヨ リ漸 次 恢

ダ

復 シ始 メ、 注 射 後6時 間 以 後 二於 テ注 射 前 ノ値

二復 ス ル見 タ リ。

解 剖 所 見 ハ前 實験 ト同様 ナ リ。

第5表 結核家兎試験10mg/Kg人 型菌 、

「プ ロ ・グルレチ ン」0.191Kg皮 下注射試験
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0
ヨ

2

6
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日
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重
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清
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日

試

-
.

2

2

4

5

No.3No.4

23002300

21752280

0.1220.126.

時間繍酪罐瀦謙鷲 蘭
30!0.140

0.1390

30!0.084

・」 」 堅・鐘
.

2}0・094

0.0753

4 0.105

5 0.135

60.150

2410.135

0.ユS3

0.167

0.OS2

0.084

0.062

0.15410.159

0.1490.1.52

0.085 0.OS4
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　 ド

0.06910.0751

0.050LO.0620.060
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B.「 フ ロ ・グ ル チ ン」毎 冠0.1瓦 経 口投 與 試 験

結 核 感 染 前0.100ve乃 至0.105耗 ナル血 清沃 度

酸 値 テ示 セ シモ ノガ、 感 染 後3週 間 ニ テ其 血 清
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第1;表 結 核 家 兎 試 験10mg/Kg人 型菌 、

「フ"・ グ ル チ ン」0 .】9/Kg経 口投 與 試 験へ
1.家 兎 番 號No .10

2・難 核騒糟 ・藷

喋 禁離 濃)・ ・…

・.簸 感染後ノ2・ 日

5.試 験

No.ユ1No.19

2L)OO2300

21702320

0.1050.100

21日

日11月29日11月29日

48日

1月17日

時 間

30ノ

…轟麟著 罐蘭 繍 矯

0

0.lr)0

0.151

30! 0.079

0.15910.150

0.1550.154

1 0.074

0.077

0.075

0.ユ08

0.079

0
召 0.088 0.OS2 0.077

り0 0.102

　　 　
0.100tO.109

0.0940.086

4
　 　

0.135[0.135 ミ

0.1610.175

0.142

5 0.154

6 0.153

沃 度 酸 値0.150耗 乃 至0.159耗 ナ ル 高値 テ 示

シ、 之 二「フロ ・グ ル チ ン」毎 冠0.1瓦 ラ経 口的

二投 與 ス ル ニ 其 血 清沃 度 酸値 ハ 既 二3C)分 ニ シ

テ著 明 二下降 シ、(一).(179耗前後 トナ リ、 投 與 後

↑
血
清
沃
度
酸

値
↓
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3時 間乃 至4時 間 目 二於 テ漸次 上 昇 スル モ 尚正

常 値 テ示 セ リ。 投與 前 ノ値 二復 ス ル;.r)時 間 乃

至6時 間 テ要 セ リ。

解 剖 所 見 ハ前 者 二同 ジ。

第四章 観 索

「レ ゾル チ ン」ハ其 毒 性 比 較 的1量 ク
、其 極 少 量(家

兎艦 重 毎Mio.05瓦 】皮 下 注 射 ニ ア リテ ハ家 兎 ノ

ー 般 状 態 正 常 ト異 ナ ラザ ル モ
、 家 兎艘 重 毎 冠

0.1瓦 皮 下 注射 セ シ場 合 既 二輕 度 ナ ・レモ 間代 性

痙 攣 ヲ 誘 護 ス。 家 兎 禮 重 毎 冠0、05瓦 乃 至0.0

瓦 皮 下 注 射 二際 シ、 健常 家 兎 一 ア リテハ、 其 血

清 沃 度 酸 値著 明 二下 降 シ、 注射 後3時 間乃 至4

時 間 ニ シテ正 常値 二復 蹄 シ爾後 上昇 スル ノ傾 向

ア リ、其 ノ中等 量(家 兎艦 重 毎冠0.2瓦)皮 下 注

射 二於 テ、 其 痙i攣梢 司 墨ク、 家 兎 ノHJR態著 シク

侵 サ ル ・モ未 グ艶 死 スル ニ至 ラズ。

其 血 清沃 度 酸値 ハ小 量 注射 ノ場 合 ト殆 ン ド大 差

ナ ク、 唯 僅 カ ニ其 低 値 二停 ル 時 間 ノ遷 延 セ ラル

ル テ見 ル ノ ミ。

其 比 較 的大 量(毎 冠o・3乃 至0.5瓦)テ 注 射 セ シ

揚 合 ニ ア リテ ハ、家 兎 ノ歌 態 甚 ダ悪 シ 久 注 射

後 暫 時 ニ シテ弼 キ痙 攣 テ起 シ、 注射 後1時 間 前

後 一 シテ艶 死 セ リ。

結 核 感 染 家 兎 二 「レゾル チ ン、膿 重 毎 冠{1.1瓦 皮

下 注 射 セ シ場 合 ニ ア リテ ハ、其 上昇 セ ル血 清 沃

度 酸 値 テ急 激 二正 常値 以 下 二下降 セ シムル モ、

注 射 後4時 間乃 至5時 間 ニ シテ注 射 前 ヨ リモ却

ツ テ上 昇 ス ル傾 向 ア リ。

其 艦 重毎 冠0.1瓦 経 口投 與 ニ ァ リテハ、 投 與 直

後 ヨ リ3時 間 前 後 二 亙 リテ 正 常 値 二 下 降 ス ル

モ、 爾後 漸 次 上 昇 シ注射 前 ヨ リモ高 値 二達 スル

テ常 トセ リ.

「フ ロ ・グ ルレチ ン」ハ其 毒'1生「レゾルレチ ン」二上ヒシ

テ遙 カニ弱 久 其 注射 時家 兎 ノー 般 状 態 全 ク正

當 ト異 ナ ラズ。 其1血清沃 度 酸 値 ・・比 較 的 少量 注

射 ニ ヨ リ著 シ ク下 降 シ、 注 射後4時 間乃 至5時

間 二亙 リテ甚 グ低 値 テ示 シ、 注射 後9時 間 以 止
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テ経 過 シテ漸 ク正 常 値 二復 ス ル テ 見 タ リ、 然 ル

ニ其 比 較 的大 量(家 兎膿 重 毎 冠0.3瓦 乃 至0.5

瓦)皮F注 射 ニ ア リテハ、 注 射 後 速 力_其 血 清

沃 度 酸 値 著 シ ク上 昇 シ、 然 ル後 急 速 二下 降 シ、

注 射 後4時 間 乃 至6時 間 ニ テ最 低 値 テ示 シ、 正

常値 二恢 復 スル ニ9時 間 乃 至12時 間 テ要 セ リ。

結核 感 染 家 兎 二 「フロ ・グ ル チ ン」膿 重 毎 冠0.1

瓦 皮 下注 射 、 或 ハ経 口投 與 ノ場 合 、 其 上昇 セル

血 清 沃 度 酸 値 テ正 常 家 兎 二於 ケル場 合 ト等 シク

甚 ダ低 値 二 下降 セ シ メ、 且 ツ・皮 下 注 射 ニ ア リテ

ハ6時 間前 後 、 経 口投 與 一 ア リテ ハ4時 間前 後

ニ シテ、漸 次 上 昇 シ投 與 前 ノ値 二復 蹄 ス ル テ見

タ リ。

「レ ゾル チ ン」拉 二 「フ ロ ・グ ル チ ン」テ家 兎禮 重

毎 冠 〔}.1瓦皮 下 注 射 ヲ行 ヒ シ結 核 家 兎 ノ血清 沃

度 酸 値 下 降 率 ト健 常 家 兎 二於 ケ ル モ ノ トヲ比較

シタ ル ニ 次 表 ノ如 ク 『レゾル チ ン』『フロ ・グル

第7表 「L・ゾル チ ン」0.19!Kg皮 下 注 射

試 験 二於 ケ ルレ下 降 傘 比 較

時間健藷 聯 幣 兎1時間1健幣 兎1結幣 兎
0003-19.220.6

30ハ33.948.54-23.82.4

135.7157.05-20.2-7.8

21.Ol38.86_1.0_1.2

第8表 「フ ロ ・グ ルレチ ン」0.19!Kg皮 下

注 射試 験 二於 ケ ルレ下 降 牽 比較

,

チ ン』敦 レノ場 合 二於 テモ 結 核 動物 二於 ク ル モ

ノハ、 健 常 動物 二於 ケ ル モ ノニ比 シ下 降 卒大 ナ

リ。

第五章 結 論

1.「 レ ゾル チ ン」ハ結 核 感 染 家 兎 ノ血 清沃 度酸

値 テ著 シ ク下降 セ シム。

2.「 フ ロ ・グ ル チ ン」ハ・亦 結 核 感 染 家 兎 ノ血 清

沃 度 酸 値 ラ著 シ ク下 降 セ シム。

3.是 等 ノ沃度酸値下降作用バー一時的ナ リ。

終始御懇篤ナル御指導 ト御校閲 ノ努 ラ辱 フセル

恩師古武、今村雨教授 二謹 ミテ謝意 テ表ス。
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